
奥多摩町における観光ごみ対策
マナーアップ強化キャンペーンの取組み
～観光ごみ対策から獣害対策へ、安全・安心に奥多摩の観光をお楽しみいただくために～

奥多摩町イメージキャラクター「わさぴー」

TOKYOクリーンアップ推進協議会
令和８年７月３０日

ご挨拶 奥多摩町長 師岡 伸公

取組説明 観光産業課長 大串 清文 1町ＨＰ 観光関連 ▶



奥多摩町における観光ごみ対策①

マナーアップ強化キャンペーン ～官民協働・連携～

• コロナ禍以降、氷川渓谷の河原がJR青梅線・奥多摩駅下車後・徒歩10分圏内で、バーベキュー可能な場所

として、SNSを通じて外国籍の方を中心に広まる

• 町内全域「秩父多摩甲斐国立公園」における観光マナー(直火禁止・ごみ持ち帰りなど)の周知徹底に課題

◀氷川渓谷手前に散乱する
バーベキューごみ
左には日本語で、観光
ごみ回収の立て看板あり

氷川渓谷・河原の状況▼
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・奥多摩町まちづくり委員会（官民協働の委員会）を中心に、

令和3年度から国立公園のマナーアップ啓発事業を展開

・環境省奥多摩自然保護官事務所・東京都奥多摩ビジターセン

ターをはじめ奥多摩観光協会のほか町内関係事業所と連携

➡夏のお盆休み期間、昨夏は8/9㈯～17㈰９日間

12機関・のべ70名の参加

【氷川渓谷の状況】（ ）内前年比 ➡５年間を通じ減少傾向も…

R7・1日平均 R7・1日平均

利用人数 157(△123) グループ数 29(△50)

直火 9(△14) 回収ごみ 3(△5)



奥多摩町における観光ごみ対策②

観光ごみ袋販売・回収 ドローンを活用した河川監視・周知啓発

〇氷川渓谷（多摩川と日原川合流地点周辺）河原上

都道・町道の橋梁を離発着

〇町内のドローン団体に委託し実施

〇ドローン監視による抑止効果、多言語（日本語・

英語・ベトナム語）による周知啓発

➡夏のお盆休み期間・昨夏8/9㈯～17㈰９日間

期間中の午後・13時～17時頃まで実施
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〇奥多摩駅前（観光案内所）での販売は通年

〇夏のお盆休み期間・春の大型連休期間のみ

シルバー人材センターへ依頼し、駅前にて

臨時テント・夜間延長を実施

➡夏のお盆休み期間・昨夏8/9㈯～17㈰９日間

8：30～19：00（15時～19時は臨時テント）

可燃・不燃・資源の３種類・各200円

▲河原での啓発・直火禁止周知
駅前回収後(土日分)▶

▲河原での啓発活動後・メンバー集合写真
橋上からドローン離陸▶



奥多摩町における観光ごみ対策③（参考資料）

氷川渓谷・河原での周知啓発時の配布チラシ▶

▲７月三連休・夏休み前に町HP掲載・観光協会SNS等で周知
日本語のほか英語でも標記
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奥多摩町における観光ごみ対策④～今夏の拡充内容～

スマートごみ箱実証実験 ～官民連携～ 多言語によるマナー啓発動画・チラシ作成

【現状と課題】
・令和３年以降、継続して実施し「直火」「放置ごみ」減少など一定の効果は見られるものの、

一部の外国籍の方により、マナーが守られていない状況は続いている

・現地でなく、事前に、多言語での周知などに課題あり ➡新たな都補助を活用して今夏の対策拡充

・ＪＲ鳩ノ巣駅（沿線まるごと(株)所在）前にスマートごみ箱を設置

・8/8㈯～9/23㈬㈷までの47日間、駅前に２か所設置

・可燃(１か所は圧縮型)、不燃、資源の３種類分別

・衛生協力金として、ごみ投入１回につき100円を設定予定

・環境倫理団体「リーブ・ノー・トレイス・ジャパン（LNTJ）」の

原則を踏まえ、多言語によるマナー啓発動画・チラシを作成

・動画はSNS・インスタ等に掲載 ～青梅市・ＪＲ東日本とも連携～

・チラシは町ホームページ掲載、観光案内所等で配布

【スマートごみ箱イメージ】▲圧縮タイプ ▲非圧縮タイプ(容量大)
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防犯カメラ設置

・奥多摩駅前・渓谷トイレ周辺に設置しごみ放置抑止

➡上記のように今夏の対策を拡充
➡都事業と一体的に展開することで
広く当町の対策を周知

～効果的な対策につなげたい～


